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経済の最適制御と政策情報システム  
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‡．はじめに   ゆえ我々は，エキスパートシステム構築技術であ  

る経済因果モデルを採用する．  

報告者は，1994年度秋季研究発表会において，  

経済政策決定支援システム（DSSEP：Decision  

SupportSystem氏）TEconomicPolicies）の定義  

を示し，その政策科学的意義を考察した．次いで，  

1995年度春季研究発表会では，DSSEPのプロト  

タイプの基本仕様について考察した．DSSEPと  

いう一種の政策情報システム（PIS：Policy  

Im払『mationSys鹿ms）の目的は一国経済の制御  

である．一国経済の制御は，政策決定という人間  

による意思決定を媒介としており，そのため，こ  

れを完全に自動制御に置き換えることは原理的  

に不可能である．しかし，制御というものは，で  

きるだけ自動制御に近づけることが理想である．  

この意味で最も理想的なDSSEPはエキスパート  

システムの形態をとるべきであると考えられる．  

そこで我々のDSSEPは一種のエキスパートシス  

テムとして構想される．   

「衣食足りて礼節を知る」のたとえのように，  

真の民主主義は，経済の最適制御と切り離すこと  

ができない．しかし，官僚主義もまた真の民主主  

義の前に立ちはだかる障害物であって，経済の最  

適制御を官僚主義の手に委ねていたのでは具合  

が悪い．ところが，一種のエキスパートシステム  

として構想されるDSSEPは，政策決定における  

官僚主義を克服して真の民主主義を実現するた  

めの物質的条件の一つであるとも考えられる．こ  

の意味でも，我々のDSSEPは，エキスパートシ  

ステムであることが望ましいと考えられる．それ  

Ⅲ．問題   

本報告では，次の2つの問題を考察する．①  

DSSEPのプロトタイプをどのようにして構築し  

ていけばよいのか，②最適制御技術をDSSEPに  

生かすにはどうすればよいのか．  

Ⅲ。最適化と経済因果モデル   

経済因呆モデルは知識表現に一種のIF－THEN  

ルールを採用しており，基本的にプロダクション  

システムを採用しているが，推論規則を適当に選  

ぶことにより定性推論やファジー推論を用いる  

ことができる．これらの推論規則は，最適化のた  

めの数学的推論とは大きく異なるが，経済因果モ  

デルのルールベースを学習によって形成させる  

ことにより，最適化のための数学的推論の結果を  

生かすことができる．  

Ⅳ。情報ネットワーク技術の動向   

現状においては，LANの構築技術と公衆回線  

接続の間には，主として通信速度の違いに起因す  

る質的な差異が存在する．   

しかし，ISDNやATM交換技術などの情報ネ  

ットワーク技術の発達は，近い将来において，  

LANの構築技術を全社会的規模で応用すること  
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を可能にするような高速のデジタル通信網を公  

衆回線並みに普及させるであろう．   

そうなれば，LANの構築技術に依拠したクラ  

イアント／サーバシステムは公衆回線並みに大  

勢の潜在ユーザーを想定したシステムへと自然  

に発展させることができるであろう．  

機を始めとした非ノイマン型コンピュータの技  

術を役立てることができると考えられるが，m  

上でもマルチスレッドプログラミングを用いれ  

ば特に並列計算機を用いないでも並列アルゴリ  

ズムを利用することが可能である．また，適当な  

台数の機械をネットワークで繋いで，擬似的に並  

列計算機と同等な環境を構成することも可能で  

ある．  Ⅴ・WindowsNTによるC／Sシ不テムを  

用いたDSSEPのプロトタイプ   

Ⅶ．結論   

情報ネットワーク技術の上記のような動向を  

考慮するなら，WindowsNT（以下mと略記）  

によるクライアント／サーバシステム（以下C／  

Sシステムと略記）としてDSSEPのプロトタイ  

プを構築することは，プロトタイプとして備える  

べき一般性を損なわないと考えられる．   

NTはまだ新しいオペレーティングシステムで  

あるが，UNIX用のRDBMSをNTに移植した製  

品が続々と登場している．SQL Server（マイク  

ロソフト）もそのうちの一つである．クライアン  

ト用ソフトとして0描ce（マイクロソフト）を利  

用することができる．   

Win（lows用アプリケーションとデータベース  

管理システム（DBMS）との間の共通のインタフ  

ェース と して ODBC（Open Database  

Connectivtty）がある．クライアント用ソフトと  

してはMicrosoft AccessとMicrosoft Exce15．0  

が対応しており，サーバ用ソフトとしては  

Micro＄0化社のNT用SQL Serverが対応してい  

る．  

次のような結論を得た．  

（Dmを用いたC／Sシステムがプロトタイプ  

としての一般性を損なわないと考えられる．   

②また，「学習に基づく経済因果ヰデル」が，  

最適制御技術をDSS】∃Pに生かすための有効な方  

法であると考えられる．   

③以上を総合して，今後のプロトタイプ研究に  

は，「学習に基づく経済因果モデル」とmによ  

るC／Sシステムを一貫して採用していくことが  

望ましいと考えられる．  
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